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1.不具合堤防の概要

提内地

不具合堤防
イメージ

不具合堤防
（変状のシナリオを５つのゾーンに分けて設定）

堤 外 地

50m

従来の河川管理施設の点検技術に関する研修は、実際の河川で実施してきたが、研
修の好材料となるような変状は、河川管理上早急に修繕されるため、河川の堤防に発
生するさまざまな変状（不具合）を、わざと再現した『研修用の不具合堤防』を整備。
不具合堤防には、全国の直轄河川管理施設で比較的多く発生する変状のうち、23種
類50箇所の変状を整備。

※研修用堤防として整備しているため、一部河川管理施設等構造令等に準拠していない部分が
あることに留意。

不具合堤防は、河道類型がセグメント2-1相当（勾配1/400～1/5000程度、河床材料
の代表粒径1cm～3cm、蛇行が激しく、河岸侵食程度は中程度）で、比較的危険な箇所と
される、堤防に流水が強く当たる川の湾曲部（水衝部）を想定し整備。
堤防は延⾧約50m、背後に池がある想定で中央部に樋門（仮称 山田池排水樋
門）を設置。また特殊堤や階段工、坂路といった河川管理施設も整備。
その他、鋼矢板護岸等を設置した区間（Aゾーン 延⾧14m）も整備。
これらの河川管理施設は、老朽化が顕著となる完成後40～50年が経過している状態
を想定。
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2.点検準備

点検ではヘルメットと作業着を標準装備とする。その他、点検用具と安全用具は以下
のとおりである。また、過去の点検結果や点検位置図、点検ルート等を事前に準備し
て効率的な点検を行うための事前準備を図るものとする。

点検時に準備が必要なもの

点検携行機器の例

現
地
講
義
で
利
用
す
る
機
器

その他点検時にあると望ましい資材の例

点検時の服装の例

梯子、草刈ガマ、ノコギリ、ナタ、
セーフティーコーン、トラロープ、等

出典
■点検携行機器
「河川維持管理に関する技術研修テキスト（実務者編）H26.3 国交省 水管理・国土保全局 河川環境課 河川保全企画室」、
「河川管理施設における診断・補修マニュアル（案）（護岸編）、国交省」をもとに加筆、修正
■点検時の服装
「橋梁点検ハンドブック(財)道路保全技術センター道路構造物保全研究会編」、「絵でみる水文観測(社)中部建設協会」をもとに加筆、修正
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3.点検記録

外観目視点検により、変状が認められた場合、変状箇所をスタッフ、コンベックス等で幅、⾧さ、深さを
測定する。

計測の考え方

護岸等で亀裂や目地開き、陥没等の変状が確認された箇所については、護岸背面の空洞化が懸念さ
れるため、打音検査を実施する。
また、コンクリート構造物については、「ひびわれ」、「浮き、剥離・鉄筋露出」が見られた場合に打音検査
を実施する。

打音検査

亀裂や陥没、沈下、段差等の変状が確認された箇所では、スタッフ、コンベックス等でその深さや段差
を計測する。

亀裂、陥没、沈下、段差の計測

亀裂や目地開き等の隙間が確認された箇所では、クラックススケール、コンベックス等でその幅を計測する。

亀裂幅、目地開き幅の計測
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写真の例 説明

遠景
写真

変状位置が特定できるよう
にポールを持って付近の状
況、目標となる構造物をい
れて撮影
延⾧が⾧い場合は起点、
終点でポールを持って全体
がわかるよう撮影
写真は水平に撮影する。

近景
写真

変状規模の概要がわかるよ
う計測機器をあてて撮影
点状の変状の場合には変
状の全体が収まるよう撮影
変状規模が大きい時は人を
入れると大きさのイメージがし
やすい

詳細
写真

変状規模（⾧さ、幅、深さ
等）がわかるよう計測機器
とともに寸法が確認できるよ
う撮影

• 変状写真は、過年度に撮影した写真と同様の撮影角度・範囲等になるようにし、近
景写真と遠景写真を撮影する。

• 点検で撮影する写真は、事象の状況を残すための「記録」写真という側面とともに、
写真を見た河川管理者が適切な判断を下せることが重要になる。実際に現場で状
況を目の前にした人と写真を見て状況を判断する人では、得られる環境情報（空
間のひらけ具合、明るさ、気温、地面の状況、騒音等）に大きな差があるため、現
場で写真を撮影する際は、その場に居ない人でも「分かりやすい」写真となるよう意
識する必要がある。

写真撮影の考え方

写真撮影の例
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4.点検結果の評価

点検結果の評価は「堤防等河川管理施設及び河道の点検・評価要領、令和5年3月、国土
交通省」に準じて実施する。

変状箇所ごとの点検結果の評価は、表1.3 の区分により実施することを基本とし、アルファベット
小文字（a,b,c,d）で表記する。

ｂ「要監視段階」では、必要に応じて、軽微な変状は補修を実施。

ｃ「予防保全段階」では、変状の進行状況、損傷規模・経済性等を総合的に判断し、適切な
対策を計画的に実施。変状の発生原因が不明な場合や、目視点検の結果だけでは評価が困
難な場合は、必要に応じて、詳細点検（調査を含む）を実施。

ｄ「措置段階」では、評価結果から河川管理施設の機能に支障が生じていると判断される場
合であるため、速やかに補修等の対策を実施するものとするが、次期出水期までに補修等の対
策が間に合わないなどの場合には、応急的な対策（暫定対策を含む）を実施。

次頁に、土堤、護岸、鋼矢板護岸、特殊堤・高潮堤防、樋門・樋管それぞれについての点検
結果評価区分の判定目安を示す。

評価にあたっての考え方
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点
検
結
果
評
価
区
分
の
判
定
目
安
（
土
堤
）
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点
検
結
果
評
価
区
分
の
判
定
目
安
（
護
岸
）
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点
検
結
果
評
価
区
分
の
判
定
目
安
（
鋼
矢
板
護
岸
）
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点
検
結
果
評
価
区
分
の
判
定
目
安
（
特
殊
堤
・高
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防
）
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点
検
結
果
評
価
区
分
の
判
定
目
安
（
樋
門
・樋
管
）
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点検結果の記録様式（記入例）

変状の状況等を記入。状況や評価
理由の書き方は「点検結果評価要
領（参考資料）」の事例写真集が参
考になる

遠景、近景、詳細写真を
添付

変状の大きさを
スタッフ等で計測
し記入

変状種別番号と
評価区分を記入
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堤防及び護岸、鋼矢板護岸の点検結果評価記録様式

近畿技術事務所

岸別 地先

■点検結果

No ランク

※方向（形状）は1.亀裂のあった場合のみ記入のこと（縦断、横断、網目状等）

■位置図・概略図・写真等

■同一箇所の点検履歴

No ランク

様式2

点検NO 点検者 点検年月日

点検項目 点検箇所 点検事項
変状の規模(m) 評価 補修・詳細点

検等の対応方向(形状) 長さ L 幅 B

水系名 河川名 距離標

高さ H

状況等
（特記事項）

過去の
点検NO

点検実施日 変状項目
変状の規模(m) 評価

方向(形状) L B H

点検結果の記録様式（記入用）＜堤防及び護岸、鋼矢板護岸＞
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点検結果の記録様式（記入用）＜樋門・樋管＞
樋

門
・
樋

管
の

点
検

結
果
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価

記
録

様
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※
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5.点検時の参考資料

点検や点検結果の評価にあたっては、以下に示す各種資料を参考に、現場周辺の状況や、過去
からの変化などを把握することが重要である。

これらは変状の原因や危険性を考察する上での貴重な情報となる。

点検・評価時の参考資料

①堤防及び河道の平面形状に関する情報

堤防及び河道の平面形状に関する情報は、平面図、航空写真モザイク、治水地形分類図などか
ら得られる。

出典 近畿地方整備局ＨＰ

図 航空写真の例（揖保川）

図 治水地形分類図の例（揖保川（航空写真と同箇所）） 出典 国土地理院ＨＰ
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5.点検時の参考資料

②堤防及び河道の横断形状に関する情報

堤防及び河道の横断形状に関する情報は、横断図等から得られる。

出典 近畿地方整備局ＨＰ
図 横断図の例（紀の川）

図 縦断図の例（紀の川）

③堤防及び河道の縦断形状に関する情報

堤防及び河道の縦断形状に関する情報は、縦断図等から得られる。

出典 近畿地方整備局ＨＰ
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5.点検時の参考資料

④築堤履歴に関する情報

築堤履歴や土質情報は堤防開削写真等から得られる。

出典 河川堤防開削土質調査（紀の川右岸22.9ｋ付近）報告書、近畿技術事務所

図 堤防開削断面の写真及びスケッチ（土質断面）図（紀の川右岸23.0k-45m）

堤体土は7つの土層で構成され、その下部には自
然地盤として6つの土層が分布していることを確認。
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変状位置記録用＜Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅゾーン＞
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変状位置記録用＜Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅゾーン＞

不具合堤防 断面図

Ａゾーン Ｂゾーン

Ｃゾーン
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変状位置記録用＜Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｅゾーン＞

不具合堤防 断面図

Ｅゾーン
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変状位置記録用＜Ｄゾーン＞
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